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業の中においても、毎日のように新しい発見があり、歴史研究の醍醐味にふれる喜びもあった。
その後も継続して科研費助成事業に採択され、『大阪「博愛社」の歴史的研究』（2013）、『大阪「博愛
社」の研究－125年の歴史的検証』（1）－（3）（2014-2016）と、室田先生の編による四つの論集が刊行さ
れた。また、博愛社宛の書簡類の整理も進んだ（『博愛社所蔵史料目録 書簡・ハガキ類（1）』（2013））。
ただし、博愛社に保存されてきた史料はあまりにも膨大であり、史料を駆使した博愛社史研究は、まだ
緒に就いたばかりである。さらに取りこぼしている史料や、戦後の史料など、未整理の史料の整理・保存
作業が現在も継続されている。
『近代日本の光と陰──慈善・博愛・社会事業を読む』
2012年に出版された『近代日本の光と影－慈善・博愛・社会事業をよむ』（2012，関西学院大学出版
会）は、室田先生が 20歳代から最近までに書き起こされた、慈善事業・社会事業施設や団体の機関誌を
史料に用いた論文を編集したものである。パソコンもワープロもなかった時期に書かれた論文もかなりあ
り、私は原稿をデータ化する作業からお手伝いする機会を頂いた。本格的な歴史論文の形式で書かれたも
ので、特に引用文には難解な仏教用語等も多く含まれており、ほぼ一夏の間、見たこともない漢字の入力
とも格闘しながら、先生の論文を本当に文字通り、一文字一文字たどらせて頂いた。
それぞれの慈善事業・社会事業施設や団体が発行してきた機関誌は、一般にはほとんど知られることは
ない。しかし、その内容からは公的な制度も支援もほとんど無かった時代の福祉活動の実情や人間の福祉
に対する姿勢や思想がうかがえた。それは、書名にもあるように「光」のあたりづらい「影」の部分であ
るかも知れないが、福祉という人間の歴史の半面が確実に存在してきたのだという実感がわいてきて、歴
史における福祉の主体性を考える意味においても重要な課題であると思われた。
一方で、当事者の立場に立ってというよりは、団体の体面を保つために取り組まれたり、国家へ貢献し
たりという側面も見られ、福祉事業が内包する宿命のような一面ものもうかがわれた。ある時、室田先生
は福祉の専門職を目指す学生が歴史を学ぶ意味について、「学生には歴史を学ぶことによって、ひとつだ
け、いま行われている実践が絶対ではない、ということだけわかってもらえればよいと思う」と話された
ことがあった。現実に行われる実践の中で、それを歴史や社会の中で相対化してみたり、反省的に見つつ
未来を展望していったりすることは、相当に難しいことでもある。あらためて本書を繙いてみると、歴史
研究にはそのような態度や教養を培う責務があるのだと示唆されていたのではないかと思う。
私は、室田先生に指導を受けた中でも、最も若輩であり、その期間も、先生の長い研究、教育歴におけ
るごくごく最近のみである。また、関西学院大学における室田先生との思い出は、これらの他にも実行委
員長を務められた社会事業史学会年次大会の開催や同会の委員会活動、『子どもの人権問題資料集成（全
十巻）』（2009-2010，不二出版）の編纂などいくつも思い出される。先生の退職にあたり、本来であれば
それら全部を俯瞰して回想するべきかとは思うが、それはあまりにも膨大で私には到底不可能だった。個
人的に、特に印象に残っている三つの事項について、あらためて記憶を辿りつつ述べてみることでご容赦
頂きたいと思う。
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